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研究紹介の本⽂： 
現在，⽣体内の代謝反応は，主に⼀枚図の「代謝マップ」に集約される化学反応の組み合わ
せとして理解されているが，実際の細胞内では，夾雑環境にある細胞内において，異なるオ

ルガネラ，相分離状態などの，異なる「場」において化学反応が起こることが，細胞全体で
の代謝過程の制御を可能にしていると考えられている． 
本研究では，細胞内で代謝反応が起こる「場」を，有機⼩分⼦を添加することによって任意

のタイミングで迅速に制御するケミカルバイオロジーの実験系を開発し，これを⽤いること
でこのような局所代謝の⽣物学的意義の解析を進め，疾患と関わる細胞内代謝異常の本質的
な理解を与えることを⽬指す． 
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